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令和 3（2021）年度 

 免許状更新講習ご案内 
 

Ⅰ 講習案内 

埼玉東萌短期大学が開講する更新講習は、教諭の普通免許状又は特別免許状を所持す

る方を対象とし、更新講習の修了認定に必要な必修領域、選択必修領域、選択領域を全

て網羅する講習です（養護教諭、栄養教諭の更新講習は行いません）。 

本学は、幼児保育学科に幼稚園教諭二種免許状取得課程を設置しているため、幼稚園

教諭免許状を所持している方を主な対象として講習を行います。ただし、小学校教諭、

中学校教諭、高等学校教諭、特別支援学校教諭などの免許状を合わせて所持している方

も受講することができます。 

本学は、卒業生、幼稚園教諭、保育教諭はじめ教諭の職にある方々などに幅広く講習

受講の機会を提供し、教育機関として地域社会への役割を果たして参ります。 

 

Ⅱ 募集定員 

  40名（全日程を通して受講できる方） 

Ⅲ 開講する講習      

1 必修領域（6時間）…………教育職員の免許状の種類にかかわらず、すべての受講者が 

受講する領域 

1講習 2つの講座（各 3時間）から成ります。 

2 選択必修領域（6時間）……受講者が所持する免許状の種類、勤務する学校の種類又は 

            教育職員としての経験に応じ、選択して受講する領域  

1講習 2つの講座（各 3時間）から成ります。 

3 選択領域（18時間）……… 受講者が任意に選択して受講する領域 

3講習（各講習は 6時間、合計 18時間）、各 2つの講座（各 3時間）から成ります。 
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Ⅳ 講習日程、講習名、担当講師 

講習日 
領

域 
講習名 講座名 担当講師 時間 

6／26 

（土） 

必 

修 

 

教育の最新事情 

教育の最新事情 1（カウンセリング

マインドの必要性） 

髙橋 美枝 3時間 

教育の最新事情 2（主体性を育む教

員としての子ども観、教育観） 

奥  恵 3時間 

6／27 

（日） 

選
択
必
修 

幼児教育と学校を

巡る近年における

状況の変化（子ど

もの貧困問題を含

む） 

学校を巡る近年の状況の変化（子ど

もの貧困問題） 

浅香 勉 3時間 

幼稚園教育要領等改訂に伴う幼児教

育を取り巻く近年の状況 

笹川 啓一 3時間 

7／17 

（土） 

選 

択 

教材研究と指導法 

教材研究および指導法（幼児造形） 栗本 浩二 3時間 

教材研究および指導法（幼児の音楽

教育） 

落合 知美 3時間 

7／31 

（土） 

教材の活用と子育

て支援 

絵本を通した子育て支援 前德 明子 3時間 

ICT機器の活用と子育て支援 渡邉 裕 3時間 

8／1 

（日） 
子ども理解と支援 

発達障害のある子の理解と指導支援 八田 清果 3時間 

幼児期の遊び理解と指導法 音田 忠男 3時間 

※受講者は、原則として、必修領域（6時間）、選択必修領域（6時間）、選択領域（18時間）

の全ての講習を受講していただきます。 

※8 月 7 日（土）を、自然災害等で講習を開講できなかった場合に備え、予備日とします。 
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Ⅴ 講習概要 

講習１ （必修領域）「教育の最新事情」 

国や世界の教育の動向を踏まえ、今後、求められる教員としての子ども観、教育観等の

理解を深める。さらに、多様化に応じた学級づくり、社会的・経済的環境の変化に応じた

キャリア教育等の在り方についても考察していく。また、子どもの発達に関する脳科学、

心理学、特別支援教育の最新の知見を紹介する。子どもや家庭の生活の変化を踏まえ、居

場所づくりや指導の在り方、カウンセリングマインドの必要性を演習の中で検討する。 

講座【教育の最新事情 1（カウンセリングマインドの必要性）】 

埼玉東萌短期大学幼児保育学科 教授 髙橋 美枝  

 子どもの発達に関する脳科学、心理学、特別支援教育の最新の知見を紹介する。また、

子どもや家庭の生活の変化を踏まえ、子どもにとっての居場所づくりや指導の在り方を

検討する。さらに、カウンセリングマインドの必要性を確認し、さまざまな具体的な場面

における子どもや保護者への関わり、支援・指導の在り方、方法について、アクティブ・

ラーニングの手法による演習を行う。受講者自身の実践を整理し省察する機会として欲

しい。 

講座【教育の最新事情 2（主体性を育む教員としての子ども観・教育観）】 

埼玉東萌短期大学幼児保育学科 専任講師 奥 恵 

 国や世界の教育の動向を踏まえ、過程を重視するドキュメンテーションの教育方法に

ついて紹介する。また、現代の実体験を通して学ぶ機会の減少や人間関係の希薄化の状況

に対する、子どもを中心としたコミュニティづくりやアクティブ・ラーニングの必要性を

検討する。さらに、自分らしい生き方を育むキャリア教育等の在り方について考察してい

く中で、主体性を育む教員としての子ども観、教育観を省察する。 

    

講習２ （選択必修領域）「幼児教育と学校を巡る近年における状況の変化（子どもの貧

困問題を含む）」  

本講習では、幼児教育と子どもの貧困問題を含んだ近年の状況変化について解説する。

具体的には、幼稚園教育要領等の 2017年の改訂の背景（特に教育課程や評価の位置づけ

や重要性の変化等）や、2019年に改正された子どもの貧困対策推進法の目的や改正の経

緯等について、貧困の現状を踏まえ、貧困対策の必要性やその在り方を検討する。 

講座【学校を巡る近年の状況の変化（子どもの貧困問題）】 

埼玉東萌短期大学幼児保育学科 教授 浅香 勉 
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2019年に改正された子どもの貧困対策推進法や児童虐待防止法等の関連法の目的や改

正の経緯を中心に、貧困の現状とそこから波及する諸課題を踏まえ、貧困対策の必要性や

その在り方を検討していく。表面上豊かにみえる子どもたちの幼児教育の実態は、実は要

支援性を増している。その現状と幼児教育における具体的支援について、参加者とともに

考察する。 

講座【幼稚園教育要領等改訂に伴う幼児教育を取り巻く近年の状況】 

埼玉東萌短期大学幼児保育学科 専任講師 笹川 啓一 

幼児教育・保育の基本は、今次改訂でも変化していない。しかし、改訂された『幼稚園

教育要領』等では、「社会に開かれた教育課程」や、「主体的・対話的で深い学び」やカリ

キュラム・マネジメントを重視し、幼児期の教育における見方・考え方や「幼児期の終わ

りまでに育ってほしい姿」を新たに記載するなど、以前の『幼稚園教育要領』等から変化

している。改訂のポイントや理解しておくべき点などについて、本講座で取り上げる。 

    

講習３ （選択領域）「教材研究と指導法」 

幼児教育の表現領域における教材研究と、活動を楽しむ子どもの援助や指導の在り方

について考えていく。幼児期の造形教育を基に製作した作品を使用し、幼児の音楽表現

教育へとつなげていく講習である。「表現とは何か」という講義や実技を含む演習によ

り子どもの造形表現や音楽表現の意義や役割、特徴についての理解を深め、子どもの豊

かな感性を育む表現としての教材研究および指導法を学ぶ講習である。 

講座【教材研究および指導法（幼児造形）】 

埼玉東萌短期大学幼児保育学科 教授 栗本 浩二 

幼児期における造形教育とは何か、また幼小連携についても考える。保育現場でよく用

いられている廃材の活用例と活用方法を紹介する。その中から牛乳パックを使った製作

および指導法について学ぶ。造形的な表現活動は、発達のすべての側面を支える活動であ

ることを体験していく。 

講座【教材研究および指導法（幼児の音楽教育）】 

埼玉東萌短期大学幼児保育学科 教授 落合 知美 

音楽教育での指導法においては、従来の「音楽にあわせなければならない」という一定

の決まり事のみに終始することなく、「自由な音楽」と「与える音楽」とのバランスを考

えることが大切である。本講座では、手遊びや造形作品を用いて、現場での音楽的効果と

活動例やその応用を紹介する。 

 

講習４ （選択領域）「教材の活用と子育て支援」 

近年の少子化、家族形態や就労形態の変化などによる子育て支援の重要性や方法（教材

を活用した子育て支援）を学び、今後の取り組みについて考える。前半の講座では、子ど

もの読書活動の推進、取り組みの現状などにふれながら、絵本が子どもに与える影響力や
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絵本を通した子育て支援の取り組みについて考える。後半の講座では、教育現場や家庭に

おける ICT活用の方法を取り上げ、子育て支援に役立てる方法について考える。 

講座【絵本を通した子育て支援】 

                 埼玉東萌短期大学幼児保育学科 教授 前德 明子 

子どもの読書活動の推進、現状、読書活動に関する近年の動向などにふれながら、絵本

が子どもに与える影響力や絵本を通した子育て支援の取り組みについて学び、今後の子

育て支援の方法について考える。特に教材（絵本）を活用し、子どもも大人も楽しむこと

ができ、すぐに実践できる子育て支援の方法を紹介する。 

講座【ICT機器の活用と子育て支援】 

                 埼玉東萌短期大学幼児保育学科 准教授 渡邉 裕 

近年、家族の間でスマートフォン等を含めた ICT 機器の利用が急速に浸透し、内閣府

による調査（2017）では幼児のスマートフォン利用率も 25％程度に達している。教育の

現場や各家庭において、今後どのように情報モラルを含めた指導を行うべきかを考え、教

育現場における ICT機器の利活用の方法を考える。また、PC教室においてパソコン操作

に関する演習形式の講座についても実施する予定である。 

 

講習５ （選択領域）「子ども理解と支援」 

前半の講座では、発達障害とはどういったものなのか、そういった子どもの視点に立ち

ながら理解を深めるとともに、その支援について演習等も含めながら学ぶ。後半の講座で

は、「遊び」という概念や子どもや大人（保育者等）の「遊び観」について、資料を基に

考え、保育現場での事例を用いて、遊びを通した指導の考え方、在り方等について学ぶ。 

講座【発達障害のある子の理解と指導支援】 

     埼玉東萌短期大学幼児保育学科 准教授 八田 清果 

発達障害とは何かを学ぶとともに、そうした子ども達の特性等について模擬体験等の

演習も含めながら理解を深めてもらいたい。そのうえで、保育現場での事例を用いなが

ら、子どもへの支援の在り方について考えていく。 

講座【幼児期の遊び理解と指導法】 

埼玉東萌短期大学幼児保育学科 専任講師 音田 忠男 

言うまでもなく幼児期の子どもの成長・発達にとって「遊び」は重要であり、幼児教育・

保育にあたる保育者にとっても「遊び」の理解は必要不可欠である。本講座では、「遊び」

という概念を整理し理解を深めること、保育者等の「遊び観」に関する研究資料を用い

て、参加者の幼児教育・保育の経験を振り返りながら「遊びを通した指導の在り方」につ

いてともに考えていきたい。 
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Ⅵ 講習時間   

   初 日  9時 00分～12時 25分、13時 10分～16時 40分 

 2日目以降  9時 15分～12時 25分、13時 10分～16時 40分 

    

Ⅶ 講習会場 

埼玉東萌短期大学（〒343‐0857 埼玉県越谷市新越谷 2－21－1） 

Ⅷ 認定試験 

1 講習認定と試験 

講習の履修認定には、講座の最後に行われる試験（1講習の 2講座の試験の合計 

点）に合格することが必要です。 

この試験は、文部科学大臣が定める基準によって行うものです。 

 

 2 本学の講習における認定試験  

   ・ 試験は、講座ごとに行い、2講座の合計点でその講習の合否を判定します。 

    ・ 試験の内容は、講座の基本的な内容の理解度を問うものとなります。 

    ・ 試験の方法は、筆記試験、実技試験、口頭試験、その他により行います。 

    ・ 試験時間は、各 20分を予定しています。 

   ・ 試験の合格点は、60点以上です（100点満点中）。 

 

Ⅸ 受講費用 

全日程の受講料として 30,000円（別途、教材費等の徴収はありません。）   

※指定銀行宛（郵便局は利用できません）に、指定された期日までに指定の方法で

のお振り込みのみとなります。 

 

Ⅹ 受講申し込み  

1 申し込み方法：本学の免許状更新講習専用アドレスによるメールでの申し込み 

埼玉東萌短期大学 免許状更新講習専用アドレス：menkyokoushu@saitamatoho.jp  

 

  ※本学ホームページ 免許状更新講習（現在準備中）よりお申し込みください。 

  ※電話等によるお申し込みは、お受けしておりません。    
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 2  受付日程（令和 3（2021）年度） 

    優先受付（埼玉東萌短期大学卒業生）：令和 3（2021）年 3月 16日（火）より 

    一般受付：令和 3（2021）年 3月 23日（火）より 

    受付締切：令和 3（2021）年 4月 26日（月）まで。申込者が定員を超えた場合に

は、受講内定者の決定は原則としてメール申し込みの先着順とします。 

※受講辞退については、令和 3（2021）年 6月 21日（月）17時までに、メールにて

埼玉東萌短期大学にご連絡をいただいた場合には、受講料を返金いたします。この

場合、受講料から事務手数料 3,000円を差し引いた金額を返金いたします。なお、

原則として、それ以降の返金はできませんので、あらかじめご了承ください。 

 

【講習受講の流れ】 

受講対象確認・メールで受講申し込み  

・2週間以内に受講状況をメールでお知らせしま

す。各社のホームページ、メール設定方法をご

確認いただき、「@saitamatoho.jp」からメール

を受信できるように設定してください。 

・受講内定者のみ、講習関係書類を送付します。 

受講料振り込み、講習関係書類発送（郵送のみ） 

                ・書類内容を確認のうえ、受講票を発行します。 

  

講座をすべて受講し、履修認定試験を受ける 

                ・講習終了後 2か月以内に結果を送付します。 

                

「免許状更新講習（修了）（履修）証明書」を受け取る 
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❀講習に関するお問い合わせ先 

  埼玉東萌短期大学 免許状更新講習専用アドレス：menkyokoushu@saitamatoho.jp   

※メールにてお問い合わせください。ただし、祝日及び土日曜日、また、学校行事等に

より、すぐにお返事ができない場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                     

                                                      

 

 

 

 

（ メ モ ） 
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❀本学へのアクセス 

新越谷駅又は南越谷駅より徒歩 15分 

※駐車場はありませんので、自動車での来学はご遠慮ください。 

※自転車やバイクによる来学は、本学の駐輪スペースをご利用ください。 

 

 

 


